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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は社会的養護の支援について児童自立支援施設を通して検討することに
ある。「家庭的」支援は「個別性の重視」「非日常性」「児童と一緒」といった要因を含み、児童からの評価も
高い。寮舎形態は、児童だけでなく職員においても「夫婦制」の方が評価は高く、「家庭的」支援の実施率も高
かった。児童にとって日々の生活の困難は、他の児童との関係や、交代職員の対応に一貫性がないことである。
また支援での「女性」の存在は大きく、それは児童に「女性」や「自分」を大切にする価値を授ける。これらの
検討に加えて「いかにも施設」といった支援を減らしていく事も必要であり、そのためには職員へのサポート拡
充も求められる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine the social care support through 
facilities for juvenile delinquents. "Homelike" support includes characteristics such as "
individual-attention," "non-routine," and "time with the children." This is highly valued by the 
children. In these facilities, the "Dyad system (a married couple is in charge of a dormitory)" is 
highly evaluated. In this style dormitory, the implementation rate of "Homelike" support is high. 
This style is also highly rated in staff evaluations. 
The difficulties for children arise from their relationships with other children in their 
dormitories, and inconsistent communication among shift workers.
The presence of "women staff" in support roles is important, and encourages children to value "
women" and "self." It is necessary not only to increase "Homelike" support but also to reduce the 
support for "institutional" characteristics. At the same time, it is also important to provide 
support for staff members.
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１．研究開始当初の背景 

（１）児童自立支援施設（旧称：教護院）は、

1997 年の児童福祉法の改正により施設名称

が変更されると同時に、対象児童の規定も従

来の「不良行為をなし、又はなすおそれのあ

る児童」だけではなく「家庭環境その他の環

境上の理由により生活指導等を要する児童」

も加えられた。また支援内容も「児童の状況

に応じた支援」に「自立支援」や「退所後の

アフターケア」も盛り込まれている。さらに

他の児童福祉施設とは異なり、地域の小・中

学校へ通うのではなく、分校・分教室という

形で教育委員会派遣の教員による正規の公教

育が敷地内で展開されている。その点では、

地域に開かれることが制限的で自己完結的な

施設であり、それゆえ、施設内での支援者と

児童との人間関係が大きな意味をもつ。全国

に 58 施設存在し、約 2,000 人の児童が入所

している（2010 年３月現在）。そこでの支援

は、寮長・寮母夫婦と入所児童数名で構成さ

れる「寮舎」による日常生活支援と、施設内

に設けられている学校での教育で成り立って

いる。しかし、この伝統的な「夫婦制」、すな

わち一組の夫婦が自分の家族とともに施設に

措置された児童と一緒に寮舎に住み込み支援

を行うという形態は、夫婦で担い手となる人

材確保の難しさや労働環境などの理由で減少

しており、児童自立支援施設に期待される「家

族的機能」も大きく変化している。それ以外

の職員が交代で寮舎を運営していく「交代制」

の施設に、夫婦制の良さをどのように伝える

かが大きな課題とされている。 

 

（２）入所児童の特性としては複雑な生育環

境を背負っている児童が多く、さらに近年で

は被虐待児や障害を抱えた児童の入所も増加

している。彼らを取り巻く人間関係に注目し

て行った調査（岩田、2011）においても、実

父と生活している者は３割程度に留まってい

る。家族関係でも、家族との会話や食事、旅

行などの経験が乏しく、反対に家族内での暴

力を経験している。保護者が十分に機能しな

いためか、児童にとって施設の寮長・寮母の

存在は大きく、家族以上に相談し頼りになる

人としても認識されていた。そのような中で、

入所児童が思春期に重なるため、性や性役割

をどのように扱っていくのかと言うことは支

援上重要な意味をもち、長年の夫婦制から何

を学び、何を捨てるのかの検討も必要である。 

 

〈引用文献〉 

岩田美香（2011）「児童自立支援施設入所児童

の社会的ネットワーク－少年院生との比較分

析」『現代福祉研究』第 11 号、Pp.223-240。 

 

２．研究の目的 

（１）児童自立支援施設の寮舎について「家

庭的」支援の検討を中心に実態を把握する。

これまでも施設調査は成されているが、「機能」

や「勤務体制」といった運営に注目した研究

が中心であり、その回答も寮長や男性職員が

回答する場合が多かった。「寮長寮母（夫婦）

としての生活」とのやりくり、「職員間の連携」

そして「入所児童支援」とのやりくりをいか

に行っているのか、そこでの思いや困難や工

夫はいかなるものであるのか等も含め、生活

実態と意識について、女性（寮母）の視点も

含め明らかにしていく。また交代制の施設に

おいても、「夫婦制の代わりとして」あるいは

「新たな支援の形態として」の現行の支援に

ついて、同様の検討を行う。 

 



（２）児童自立支援施設の子どもたちが十分

な家庭的養育を受けていないという生育歴と、

彼らが思春期・青年期という発達段階にある

ことを考慮して支援を検討する。児童たちの

自立支援については、社会的趨勢となってい

るジェンダフリーを目指していくだけの支援

でもなく、また家父長制的な性別役割分業で

もない支援が求められる。特にそれは、将来、

彼らがパートナーとの関係において、固定的

な性別役割に縛られるものではない柔軟な関

係を築くことができるような育ちを支援する

ものでなければならない。施設退所後のアフ

ターケアも含めた、今後の児童自立支援施設

での支援のあり方について考察する。 

 

３．研究の方法 

 以下の調査を実施し検討を行った。 

（１）もと寮長・寮母として寮舎を担当して

いた方へのヒアリング調査 

全国児童自立支援施設協議会退職者交流会の

協力を得て、スノーボール・サンプリングに

よる、もと寮舎担当者 14 名（男性寮長８名・

女性寮母６名）に対して、2015 年１～５月に

実施。 

 

（２）現職の職員へのアンケート調査 

全国児童自立支援施設協議会の承認を得て、

全国 58 施設に 1,457 票（個別封筒による調査

票）を配布し、56 施設から 1,218 票を回収し

た（回収率 83.6％）。2015 年６月実施。 

 

（３）現職の職員へのヒアリング調査 

４施設（夫婦制２施設、交代制２施設）の協

力を得て、施設職員 19 名に対して実施。職員

の内訳は、職員経験５年未満（男女各４名）、

職員経験 10 年以上（男女各４名）、課長職３

名であり、2016 年７～12 月に実施。 

 

（４）入所児童へのアンケート調査 

全国児童自立支援施設協議会の承認を得て、

全国 58 施設に 1,359 票（個別封筒による調査

票）を配布し、50 施設から 1,055 票を回収し

た（回収率 77.6％）。2016 年 11 月実施。 

 

４．研究成果 

（１）「家庭的」支援について 

・職員からみた「家庭的」支援とは、一人ひ

とりのお誕生会の実施や、一緒の買い物、病

気時の看病など、「個別性の重視」や「非日常

性」「子どもと一緒」といった要因を含んでい

る支援であった。子どもにとっても、自分の

ために何かをしてくれていると実感できる支

援であり、子どもたちにとっても「うれしい」

支援であると評価されていた。 

・一方、「家庭的」とは思われない施設内にお

ける「日課表」などの使用については、交代

制の施設の方が多く利用しているが、子ども

たちは、こうした「枠」について、必ずしも

否定的に捉えているわけではなく、過半数の

子どもは「生活しやすい」と回答している。

児童自立支援施設の支援が「枠のある生活」

と言われ、一定の枠組みと集団の力を用いて

支援を展開している事は、子どもたちにも一

定程度評価されている。 

 

（２）支援の検討 

・寮舎の形態に関する子どもたちの評価は、

夫婦制の方が満足度は高く、「家庭的」支援の

実施率も高かった。その背景には、施設にお

ける各寮や各職員の裁量も関連している。 

・反対に、子どもたちにとって「生活しづら

い」要因は、集団として一緒に生活する他の



子どもとの関係性や、職員の対応の一貫性の

欠如についてであった。 

・支援における「女性（寮母）」の存在は大き

いと評価されていた。女性の支援は、「指導」

ではないアプローチで支援がなされており、

それらは、子どもたちに「女性」を、入所女

子児童にとっては「自分自身」を大切にする

ことの価値を共有することにもなる。 

・子どもたちの回答からは、「家庭的」か否か

の検討以前に、職員による対応の差への不満

や現行の支援の「質」を問う内容も散見され

た。また職員自身の評価も「家庭的」で重要

な支援であると思いながらも、実施率が低い

支援もあり、こうした施設間、職員間におけ

る支援の質の底上げを行っていくことは急務

である。 

・支援の質については、「家庭的」支援を増や

すだけではなく、「いかにも施設である」とい

う支援をいかに減らしていくか、施設として

コントロールしている個々の規律について、

何の誰のためのルールであるのかといった再

検討が必要であることが、職員からも回答さ

ていた。そのためには寮長・寮母や職員に対

するサポートの拡充も求められる。 

 

（３）新たな課題 

・回答者自身が交代制で勤務していても「夫

婦制」への評価は高く、人手不足についての

危機感を抱いていた。閉鎖的あることやプラ

イバシーの確保の難しさなど「夫婦制」の短

所を改善しつつ、寮舎運営が魅力的な仕事に

なりうる環境整備が必要である。入所児童へ

の支援の向上と、寮舎担当者（職員・寮長・

寮母）の働き方の見直しは不可分の関係にあ

り、両者を視野に入れた検討が重要となる。 

・発達に課題のある子どもへの対応は、集団

で共に暮らす他の子どもたちにとっても「生

活しづらい」要因として回答された。近年増

加している発達に課題のある子どもへの対応

については、「家庭的」支援では通用せず、何

か特別のスキルでなければ対応できないので

はないか、という懸念を職員自身も抱いてい

る。職員への研修体制の担保が必要であり、

とりわけ夫婦制における寮母の研修への参加

が困難な場合が多く、配慮が求められる。発

達に課題のある児童へのプログラムと「家庭

的」支援との検討は、今後の課題である。 
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